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【2024-2025年度】

出席免除会員欠 0名 MU 1名

出席報告

会員総数 出席計算に
用いた会員数

出席 出席率

20名 20名 16名 85.00％

内容：クラブ協議会フォーラム
『会員増強につながる施策検討』

長泉ロータリークラブ 会長あいさつ

会長 川瀬 一隆 KAZUTAKA KAWASE

【長泉町部活動地域移行推進計画
PART2】

【幹事報告】

幹事
望月 義明

YOSHIAKI

MOCHIZUKI
RIから
＊ロータリーの友（３月号）が届いています。（配布）
＊３月ロータリーレートは、１＄＝150円です。
２６２０地区 ガバナー事務所・ガバナーエレクト事務所から
＊地区研修・協議会 出欠（回覧）
長泉ＲＣ関係
＊週報（第1852回～）（次回配布）
＊4/8（火）観桜会出欠表記入お願いします。（回覧）
他クラブから
＊観桜会のお知らせ（沼津北RC）（回覧）
外部組織から
＊サクラサクマツリのお願い（回覧）

前回2月12日に概略に触れさせていただきました
「なぜ部活動が地域クラブへ移行するのか」ということ
を説明させていただきました。PART２では、現在の状
況と将来の目指す長泉モデルの地域移行へのプロセス
について少しお話したいと思います。私たちが部活動を
行っていた時代と最近の状況も大きく違っているよう
です。練習は週に3日、週末に試合が組まれている時は
土日のどちらかで行う。希望があれば、クラブ主催のス
クールに参加して技術アップを図る。このような形態が
平均的に部活動プラスクラブ主催のスクールに参加型
が多いようです。長泉町では令和3年に地域移行への
推進協議会が設置され、スポーツ協会や学校関係者、行
政担当課などで組織されています。また、窓口として、
地域移行コーディネーターが、学校とスポーツ団体や文
化芸術団体とパイプ役となり、指導者の発掘や指導に必
要な研修を実施していきます。長泉モデルでは、当面長
泉地域クラブとして土日の活動を地域クラブに移行し
て、将来的には平日の活動も地域クラブに移行し、活動
していくようです。また、部活動にない競技種目は、地
域クラブとして活動していき、競技団体が支援していき
ます。文化芸術的な活動は、サークルや文化協会主催の
教室に参加可能にしていく。部活動の地域連携の考え
方は、学校教育の一環として、学校主体で活動。顧問教
員の指示のもとで、外部指導者と連携しながら、ボラン
ティアとして活動から、「長泉地域クラブ」は、学校では
ない実施主体が運営し、指導は地域の人材や、スポーツ
団体の指導者が行います。但し補足として、民間の競技
志向の強いクラブとは目的がことなり、町内の生徒が部
活動の受け皿となる活動を行い、部活動の教育的意義
を継承し、学校教育にも協力していく団体であるという
ことです。私の考え この際、スポーツと教育的意義に
ついては、学校体育の中で指導への切り替え、地域クラ
ブへの移行は通過するべき必要ではありますが、上記
のシステムのなかで先生がたが携わっていくと、残業時
間のさらに増加につながるように思います。

子どもたちのアンケートを見ても指導はある程度
専門性を求める結果も出ています。総合的なス
ポーツ・文化倶楽部設立と、専門指導員の雇用を
検討して頂きたいと考えます。当然のことながら、
単体の行政では原価が伴いませんので、近隣の市
町と連携して母体を設立して、専門指導員も雇入
れ連携で運営していく。このことによって、指導員
の指導ロスがなくなること、選手のセカンドキャリ
アにも結びつく。そしてもう一つは、AI利用した練
習メニューの導入です。県内でも掛川市か袋井市
で実践されていると聴いています。大切に考える
ことは、子どもたちが好きなことに取り込める環
境を創ること思います。大人の都合で、環境を除
去することだけは避けなければなりません。ロータ
リークラブとしても考える必要があることを提案
します。



Smile スマイル報告

・鈴木 正明 君
先日の例会、欠席してすみません。
フードバンク「てとて」様への支援
届けてきました。大変喜んでくれました。
・加藤 精一 君
ＩＭお疲れ様でした。特に望月幹事が
全く寝ずに見ていたのには驚きました。笑
とても有意義なミーティングでした。

・市川 明宏 君
ＩＭお疲れ様でした。
結婚祝、ありがとうございます。

・望月 義明 君
ＩＭ実行委員会の皆様、大成功おめでとう
ございます。感謝いたします。

フードバンク
「てとて」様への支援

・井口 明宏 君
ＩＭお疲れ様でした。

・杉山 寛 君
ＩＭお疲れ様でした。

・吉田 雅昭 君
先週の夜間例会欠席、申し訳ありま
せんでした。ＩＭご苦労様でした。

・川瀬 一隆 君
次は、40周年の祝賀会の開催となります。
皆さん、よろしくお願いします。
・伊藤 雅之 君
ＩＭでは、大変お世話になりました。
心から感謝いたします。
・三枝 徳造 様（長泉RC名誉会員）
ＩＭご苦労様でした

クラブ協議会フォーラム

『会員増強 につながる施策検討 』
  会員増強委員会 委員長 杉山弘年

（ビジター）
・御殿場RC 山崎 伊久雄 様
・沼津北RC 西島 昭男 様
・長泉RC名誉会員 三枝 徳造 様

【会員慶事】3月
（結婚記念日）
市川 明宏 君

本年度の会員増強委員会の事業計画は次の通りとなります。
●＜本年度事業計画＞
会員の増強、維持に努めます。
１．入会候補者情報収集（候補者リストを作成）
２．地元企業への企業訪問を通じて、交流を深める。
３．クラブ会員に知り合いを紹介するよう奨励する。
４．候補者への積極的な参加を促す：クラブへの入会の有無に関わらず、
ロータリーに関わった人とつながりを保ち、ロータリーによる地域
社会での活動に参加してもらい、様々な参加の方法を伝えていく。
懇親会や交流会へも候補者を招待し、交流を深めることによって
入会に向けた第一歩とする。

５．会員間での長期的なつながりはもちろんでありますが、当クラブ退会者
とのつながりも大切であるため、当クラブ応援団として懇親会や交流会
へのお声掛けもし、そこからの新しいつながりも期待をしていく。

そこで会員の皆さまへご協力をお願いしたい事項が次の項目になります。
●＜会員依頼事項＞
・候補者の紹介（各会員1名以上）
ご推薦の締め切りを3月31日でお願い致します。
また、会員増強に繋がる施策の一環として、次の項目のご意見を
賜りたいと思います。
●＜検討事項＞
・次年度以降の例会開催回数の検討
こちらについても多くの皆さまからご意見をいただき
ましたので、今後の理事会で検討していきたいと思います。
ご協力ありがとうございました
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